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TheutilizationofwaterwheelsinKagoshimaPrefecturebeganfirstintheseventeenthcentury・

Duringthattimewaterwheelswereusedforsugercanepresses，drivingbellowsandpoundinggold

ore・ＦｒｏｍthefeudalclanperiodtotheMeiji,TaisyoandSyowaperiods,waterwheelsandturbines

begantobeusedformanyusages，ｅ､9.,rice-polishing，mining，producingbonemeal，sweetpotato

starch，incensesticks，lumbering,drivingmechanicaldolls,pumping,generationofelectricity，ａｎｄｓｏ

ｏｎ・Buttheyweretobefinallyreplacedbysteamengmes，internalcombustionengmesandelectric
motors、

Suchadeclineinwaterwheelswasowingtotheirspecialqualities,ｉ､e､,inabilitytoincreasetheir

powergreatlyandtherequirementofanearbywatersupply,andmoreoverdependingonthedecrease
oftheirusers・

Undersuchcircumstances,researchontheutilizationofwaterwheelsandturbinesｕｐｔｏｔｈｅｐｒｅ－

ｓｅｎｔｓｅｅｍｓｔｏｂｅｉｍｐｏｒｔant,ｂｅcausethisdataisusefulinthehistoryoftechnologyandusableforde-

velopinglocalenergyinthefuture・

Inthisreport,theutilizationofwaterwheelsandｔｕｒｂｉｎｅｓｕｐｔｏｔｈｅｐｒｅｓｅｎｔｉｎｔｈｅｎｏｒthwestern

partofKagoshimaPrefectureisstudied・Ｉｔｉｓｓｈｏｗｎｔhatthereareahundredninetyfourlocations

wherewaterwheelsareusedforpoundinggoldore,ahundredandoneforrice-polishingandmilling，

tenforspinning,twelveforproducingbonemeal,ａｎｄｓｏｏｎ；thetotalnumberofthesewheelsandtur-

binesisthreehundredfortyｔｗｏ．

１．まえがき

鹿児島県において水車が使われ始めたのは，１７世紀

末から18世紀初期の頃であり、奄美大島地方での砂糖

きびの搾糖用')，県内各地でひそかに行われたたたら

製鉄のふいご駆動用2)や金山での金鉱石の掲鉱用3)な

どに利用されていた。その後，藩政時代から明治・大

正・昭和にかけて，精米・製粉・精麦等農産品加工の

動力用から，骨粉，樟脳，澱粉，製材，線香，火薬等

の産業動力用，さらには，からくり人形の駆動用，田

畑への揚水用，極めて小規模な発電用など，多方面に

わたって水車は広く利用された。しかし，これらはや

がて蒸気機関や発動機,そして電力へと切り替えられ，

現在ではほとんど目にすることさえなくなっている。

このような水車の衰退は，近代化に伴う産業動力の大

出力化への要請にこたえられなかったことや，水利の

便利な場所にしか設置できないこと，さらには水車を

利用してきた小規模な産業自体が経済的に成り立たな

くなってきたことなどに，起因しているものと考えら

れる。

以上のような歴史的変遷を踏まえたうえで，過去に

おける水車利用の実熊をできるだけ詳しく把握し，将

来における再開発の可能性について模索することは，

今日，十分に意義あるものと考えられる。このような
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観点から，鹿児島県における水車利用の実熊を調査し

て，その利用形態や傾向と各地域の歴史・地理的要因

との関係について，すでに報告4)した。

本報告は，この調査によって得られた詳細なデータ

を埋没させることなく，鹿児島県内各地の水車利用実

績を明確に記録しておくことを，最も大きな目的とす

る。そのため，膨大な資料を市町村単位で整理し，さ

らに県内を北薩,薩摩半島北部,薩摩半島南部,霧島・

姶良，大隅半島北部，大隅半島南部，離島部の７地域

に分けて，順次報告する。

２．調査期間および方法

本調査は，昭和6２（1987）年夏から平成元（1989）

年春にかけての２年間で行われた。調査は，各種資料

の調査と現地での聴取・実地調査の二面から行った。

資料調査は，各市町村の郷土史誌，鹿児島県勧業年

報5)，鹿児島県統計書6)，各種出版物等を対象とし，

特定の水車用途や区域のものについては使用時期・台

数などかなり詳しく知ることができた。

現地調査では，鹿児島県内の各市町村毎に，郷土史

家や古老を数多く訪問し，各種関係資料の提供を受け

るとともに，記憶に残っている水車の設置場所や使用

時期，大きさ・形式ｑ用途等について詳しく聴取し，

それに基づきできる限り実地調査を行った。これに

よって，水車利用当時の設置状況や現況，再開発の可

能性などを詳しく視察することができた。反面，事情

聴取は健康な古老の方に対して行うため，水車利用の

時期は，必然的に明治末頃から昭和までに限定されて

おり，地域によっては詳しい古老の方が亡くなってい

たために，調べるすべのない場合もあった。

３．北薩地域の水車利用実績

県北西部の４市11町についての調査結果を，各市町

単位で表および図にまとめて示す◎表中の番号は，図

中の番号と対応している。図中の●印は水車の設置場

所を，表はその詳細を表している。

（１）出水郡東町（長島，表１，図１）

表中の番号で１－１，１－２は同じ場所を意味し，

この場合は水車の所有者が替っている。後掲の表につ

いても同様に，水車設置場所が同じで，水車の更新，

用途の変更，所有者の交替等があった場合を年代順に

並べたものである。なお，図１において東町の水車に

は，○内に番号を付してある。

（２）出水郡長島町（長島，表２，図１）

東町と長島町は，ともに長島にあり，水利の便が比

較的悪いので，水車の利用は少ない。ここは地理的に

熊本県天草との交流が盛んで，２の中村氏は牛深に米

を出荷していたそうである。図１では，口内に水車の

番号を付してある。

（３）出水郡野田町（表３，図２）

（４）出水郡高尾野町（表４，図２）

野田町と高尾野町は御手洗川とその下流の野田川を

境に隣接しており，とくに高尾野町は平野部が広く，

精米用水車が多い。なお，表４は「高尾野町郷土史｣7）

に詳しく記載されているものと現地調査結果とを照

合・検討した結果をまとめたものである。なお，図２

の高尾野町飛地の江内浦窪地区には，昭和4０（1965）

年頃まで揚水水車による潅がいが盛んに行われたが，

詳細は調べることができなかった。また，図中○内の

数字は高尾野町の，口内の数字は野田町の水車設置場

所を，それぞれ示している。

（５）伊佐郡菱刈町（表５，図３）

川内川上流にある菱刈町は，肥沃な平地部と網の目

のように広がった支流があり，水車の用途も精米，骨

粉製造，線香製粉，掲鉱など利用範囲が広く，比較的

古くから栄えた土地であろう。

たぶ線香製粉用木製上掛け水車が１台現存（休止・

一部破損）している。

（６）大口市（表６，図４）

川内川の鶴田ダム湖上流にある大口市は菱刈町に隣

接し，川内川の支流，羽月川が放射状に広がった大き

な盆地である。そのため，水量が豊富で伊佐米の産地

として鹿児島県では重要な穀倉地帯である。さらに，

明治時代には多くの金山が開発された。したがって，

精米用水車とともに掲鉱水車が，かつて多数使用され

ていたことがわかる。

精米・製粉・精麦用縦軸フランシス・タービンが１

台現存（休止）している。

（７）出水市（表７，図５）

出水市の場合は，米之津川の支流平良川上流から取

水した五万石溝に，１３台もの水車が設置されていた。

表７の１～13は，一番上流側から下流に向かって設置

されていた順になっている。これらのほとんどは自家

精米用であり，広大な出水平野の穀倉地帯を背景にし

た精米の必要性がうかがえる。

（８）阿久根市（表８，図６）

阿久根市は平地がかなり狭く，阿久根港に流れ込む

高松川とその支流の山下川に，５台の精米用水車が設
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置されていた。しかも，これらは適度に分散しており，

各集落の精米をまかなう程度だったと思われる。

精米用横軸タービンが１台現存（休止）している。

（９）川内市（表９，図７）

川内市は川内川の河口にあるが，小さな支流が全域

に広がっており，水車の設置条件は良さそうである。

しかし，平地は比較的狭いために，精米より精麦を主

用途とする水車がほとんどと思われ，平地の多い川内

川の南部に集中している。これらの水車はすべて，大

正時代に廃業したようである。

⑩薩摩郡鶴田町（表10,図８）

鶴田町は川内川上流の鶴田ダムから下流に位置し，

水田が多い｡伊佐平野から川内平野への傾斜地にあり，

川内川の本流は低いが支流が多いので，これを利用し

た精米用水車8)が多くあった。

⑪薩摩郡宮之城町（表11,図９）

宮之城町の中央部を横切っている川内川にほぼ沿っ

て，かつて８ヶ所の水車場があり，用途も精米，骨粉，

綿打ち，製麺・竹箸製造，製糸など多岐にわたってい

た。また，紫尾山の南斜面を源流とする河川にも，精

米・製材そして発電の水車があった。

発電用ペルトン水車と精米・製粉・精麦用縦軸フラ

ンシス・タービンが，現在も稼動している。

⑫薩摩郡東郷町（表12,図10）

東西を宮之城町と川内市に挟まれ川内川の北岸に接

する東郷町は，平地が少なく，精米用水車は北部の集

落に２ヶ所あっただけである。しかし，川内川周辺に

は骨粉，製糸，製茶工場の水車が設置されていた。６

の製茶場で25台の水車が使用されていたという記録6）

は，恐らく記載ミスであり，１台程度であったと思わ

れる。

（13リ薩摩郡祁答院町（表13,図11）

祁答院町は，宮之城町の南に接し川内川の支流の源

流と蘭牟田池しか持たない山あいの地である｡それ故，

精米用水車は少なく，僻地であるがための発電や藩政

時代からのたたら製鉄の水車ふいごなどがあった。５

の製糸場の水車11台の記述6)は，誤りと思われ，実際

には１台程度だったであろう。

（１４リ薩摩郡入来町（表14,図12）

後川内川・前川内川という比較的水量の多い２本の

支流（川内川）があり，山あいの地にあって，かつて

は７ヶ所にも水車があったが，早い時期に消失してい

るようである。

（15，薩摩郡樋脇町（表15,図13）

樋脇町は，川内川の支流，市比野川沿いに４ヶ所の

水車があった。ただし，ｌと２の水車はほぼ同じ場所

である。４の骨粉水車は，当時かなり盛んであったよ

うで,原料の獣骨や製品の骨粉は舟で運送したという。

蕊
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図１東町・長島町（長島）の水車利用分布
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表１出水郡東町（長島）における水車利用実績
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表２出水郡長島町（長島）における水車利用実績

宮之城町

図２野田町・高尾野町の水車利用分布
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番号 水車設置場所 水車形式 直径／幅（、） 材質 用途 使用期間 所有者 備考

１ 平尾中南 前掛け 約３，／ 木 菜種搾油 大正12,3年頃～昭和3,4年頃 山口某

２ 指江川内 上掛け 約５ｍ／90cｍ 鉄 精米・精麦 大正10年頃～昭和12,3年頃 中村和一→富安 １
， 2代木製→３代目鉄製

３－１ 城川内城川内 上掛け 4.5ｍ／90cｍ 木 精米・精麦 大正９年～昭和２年 松木末次郎 牧作太郎に引継

３－２ 〃 〃 〃 〃 〃 昭和２年～昭和7,8年 牧作太郎 電力に切替

番号 水車設置場所 水車形式 直径／幅（、） 材質 用途 使用期間 所有者 備考

１－１ 川床川床上 上掛け 約６ｍ／約50cｍ 木 精米・菜種搾油 大正～昭和20年 松尾某 山上重登に引継

１－２ 〃 〃 〃 〃 〃 昭和20～21年頃 山 上 重 登 排水路現存

２ 浦底浦汐屋 上掛け 約８，／ 木 精米・製糸。（骨粉） ~大正時代 柳増太郎 長島で一番大きかった

３ 浦底川東 上掛け ／ 木 精 米 2の創業以前に廃業 井上某
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出水郡野田

番号 水車設置場所 水車形式 直径／幅（、） 材質 用途 使用期間 所有者 備 考

１ 下名屋地 前掛け 木 精米・製油 ～大正時代 郷田喜助

２ 下名上田多園 上掛け 約３ｍ／ 木 精 米 ~大正末頃（？） 伊東義行

３ 上名別府 前掛け 約５ｍ／ 木 精米・製油 ～昭和初期頃 井川某

４ 上名青木原 上掛け 約３，／ 木 精 米 不明 園 田 勘 七

５ 上名野角 前掛け 約５，／ 木 精米・製粉 ～昭和17,8年（？） 上原某

６ 上名下持手 上掛け 約31,／ 木 精米・製粉 ～昭和初期頃 山下某

番号 水車設置場所 水車形式 直径／幅（、） 材質 用途 使用期間 所有者 備 考

１ 下水流 在来型（？） 木 精 米 大正初期～？ 糸田与作

２ 下水流 在来型 木 骨粉 明治30年～大正10年 岡部喜久造

３ 下水流 在来型（？） 木 搾 油 大正初期～末頃（？） 南蔵助

４ 下水流西水流 在来型（？） 木 精米 明治40年～大正１０年頃 福 Ｘ； 市兵衛

５ 上水流下山 在来型（？） 木 精米 明治末頃～大正５年頃 末吉長八

６ 上水流 在来型（？） 木 精米 明治30年～40年頃 外村勘左ェ門

７ 上水流 在来型（ 木 精米 明治37年～末頃 吉岡宇助

８ 上水流 在来型（？） 木 精米 明治15年～37年頃 田中嘉次郎

９ 上水流 在来型（？） 木 搾油 明治44年～昭和25年 森園郷右衛門

１０ 上水流 在来型（？） 木 精 米 大正初期～末頃 立石種松

1１ 上水流 在来型（？） 木 精米・製油 大正初期～昭和10年頃 黒川伝右ェ門

１２－１ 唐笠木下高下 在来型 木 精米 明治40年～大正７年 緒方又一 用途変更

1２－２ 〃 〃 〃 搾 油 大正７年～昭和１０年 〃

1３ 唐笠木下高下 在来型 木 精米・搾油 大正７年～？ 灰塚喜之助

1４ 唐笠木唐笠木 在来型 木 精米 明治末頃～大正末頃 唐崎彦兵衛

1５ 唐笠木麓 在来型 木 精米 明治30年～大正５年 出水兼澄

1６ 唐笠木麓 在来型（？） 木 精米 ~大正初期 本蔵某

1７ 唐笠木麓 在来型 木 精米 ～昭和10年 松崎某

1８ 唐笠木中里 在来型 木 精 米 大正初期～？ 田 中 庄 助

1９ 大久保上之原 在来型 木 精米 明治末頃～大正10年頃 岩永亀一郎

2０－１ 大久保上之原 在来型（？） 木 精米 明治35年～明治末 鬼塚万次郎

2０－２ 大久保上之原 在来型 木 精 米 明治末～？ 田島政徳

2１ 大久保上之原 在来型（？） 木 骨粉・精米 明治30年～昭和８年 東 畑 善 蔵

2２ 大久保上之原 在来型 木 精米・搾油 大正初期～昭和15年 慶越郷助

2３ 大久保上之原 在来型（？） 木 精米・搾油 大正３年～？ 道上新右ェ門

2４ 大久保上之原 在来型 木 製材 大正初期～昭和初期 赤瀬増太郎

2５ 大久保松ヶ野 在来型 木 精 米 明治末～昭和５年頃 石川新右ェ門

2６ 大久保大久保 在来型 約５ｍ／ 木 精米 昭和23年～40年頃 清藤正一

2７ 柴引柴引 在来型 木 精米 明治20年～35年 中村広太郎
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(その２） 出水郡高尾野町 用

番号 水車設置場所 水車形式 直径／幅（、） 材質 用途 使用期間 所有者 備 考

2８ 柴引柴引 在来型（ 木 搾油 明治末～？ 鬼塚権治

2９ 柴引柴引 在来型（？） 木 澱 粉 大正９年～？ 加藤高木

3０ 柴引柴引 在来型（？） 木 精米 明治15年～大正15年頃 先崎万蔵

3１ 柴引昭興 在来型 木 骨 粉 明治36年～大正６年 梅木 郎

3２ 柴引昭興 在来型（？） 木 精米 大正初期～？ 江口壮右ェ門

3３ 柴引昭興 在来型（？） 木 骨 粉 大正９年～？ 鶴田壮一

3４ 柴引昭興 在来型（？） 木 精米 ~昭和15年頃 橋 元 重満

3５ 柴引昭興 在来型（？） 木 精米 ~昭和25年頃 橋 x； 某

3６ 柴引本町 在来型（？） 木 精米 大正初期～？ 鬼塚万次郎

3７ 柴引砂原 在来型（ 木 精米 明治末～大正１０年頃 湯田芳介

3８ 柴引砂原 在来型（？） 木 精米 ~大正１２年 山口某

3９ 柴引砂原 在来型（？） 木 精米 ~昭和５年 測上某

⑦

町

⑤

蔵

図３菱刈町の水車利用分布
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番号 水車設置場所 水車形式 直径／幅（、） 材質 用途 使用期間 所有者 備考

１－１ 川南町舟津田 在来型 約４，／ 木 骨 粉 明治30年頃～(1-2） 倉野梅太郎 林徳次郎・原口兼一に引継

１－２ 〃 〃 〃 〃 骨粉・精米・製粉 (1-1)～昭和34年頃 林徳次郎・原口兼一

２ 荒田西川 在来型 木 精米・製粉 ～大正初め頃 亀甲某

３ 荒田名折 在来型 木 精米 不明 中村武光

４ 南浦日之丸 在来型 木 精米 不明

５－１ 川北平沢津 上掛け ４ｍ／１．１ｍ 木 たぶ線香・精米 昭和21年～26年 沼田秋彦の兄 沼田秋彦に引継

５－２ 〃 〃 〃 〃 〃 昭和26年～36年 沼田秋彦 以後，精米取り止め

５－３ 〃 〃 〃 〃 たぶ線香 昭和36年～49年 沼田秋彦 現存・休止（一部破損）

６－１ 川北湯之尾滝 前掛け 約６，／ 木 骨粉・精米・製粉 大正５年～大正末頃
菱刈生産株式会社
(浜川峨助）

水車２台で営業

６－２ 〃 〃 〃 〃 骨 粉 大正末頃～昭和３年 〃 水車１台で営業

６－３ 〃 〃 〃 〃 〃 昭和３年～戦時中 県産業組合連合会 水車１台

６－４ 〃 タービン 鉄 〃 戦時中～(6-5） 〃 タービン１台に切替

６－５ 〃 〃 〃 〃 (6-4)～戦後 湯之尾産業組合

７ 重留水車前 在来型 約５．５，／ 木 精米・精麦 ～昭和11,2年頃

８－１ 菱刈金山 在来型 木 掲鉱 明治36年～39年 栗福重次郎 水車２台「鹿県統計書」

８－２ 〃 〃 〃 〃 明治39年～43年頃 八木勝次郎 水車１台「鹿県統計書」
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表６大口市における水車利用実績

番号 水車設置場所 水車形式

１ 田代田代 タービン

２－１ 鳥巣園田 上掛け

２－２ 〃 縦軸タービン

３ 山野荒平 在来型（？）

４ 山野上松 在来型（？）

５ 宮人下木場 上掛け

６ 小木原 前掛け

７ 白木羽月上馬場 上掛け

８ 曽木西山 上掛け（？）

９ 上目丸 上掛け

1０ 牛尾 在来型（？）

1１ 牛尾 在来型

１２ 山野 在来型（？）

1３ 山野布計 在来型

直径／幅（、） 材質 用途 使用期間

鉄 精米 ~昭和30年頃

約４，／ 木 精米・製粉・精麦 大正初期～昭和15年頃

約40cm／ 鉄 〃 昭和１５年頃～50年頃

木(？） 製材 不明

木(？） 精 米 不明

約４ｍ／１ｍ余り 木 精 米 昭和初期～39年

３ｍ／50cｍ 木 精 米 ~昭和36年頃

木 精米 ～昭和20年頃

木 精米 ～昭和25年頃

３ｍ／ 木 精米（冬場のみ） ～昭和28年頃

木(？） 掲鉱 明治27年～39年

木 揚鉱 明治29年～40年

木(？） 揚鉱 明治27年～30年

木(？） 揚鉱 明治24年～大正４年

寓之城町

図５出水市の水車利用分布

所有者

熊本某

渡 辺 某

渡辺信太郎

中村製材所

不明

不明

不明

不明

不明

不明

牛尾金山鏑業所

大口金山

鏑物製煉所

布計鏑山鏑業所

備考

渡辺信太郎の父

現存・休止
〔水車鑑札あり〕

鶴田ダム湖設置のた
め廃棄

水車１２台〔明治33年
「鹿県統計書｣〕

水車31台〔明治39年
｢鹿県統計書｣〕

水車83台〔明治30年
｢鹿県統計書｣〕

水車66台〔明治33年
｢鹿県統計書｣〕
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表７ 出水市における水車利用実績

番号 水車設置場所 水車形式 直径／幅（、） 材質 用途 使用期間 所有者 備考

１ 江川野 前掛け 約２，／ 木 精 米 大正初め～昭和10年頃 松原喜之助 五万石溝に設置

２ 江川野 前掛け 約２，／ 木 精 米 大正初め～昭和10年頃 山上甚之助 五万石溝に設置

３ 上中 前掛け 約２，／ 木 精 米 大正初め～昭和初期頃 篠原福太郎 五万石溝に設置

４ 上中 前掛け 約２，／ 木 菜種油搾り 大正初め～昭和初期頃 高江清彦 五万石溝に設置

５ 上中 前掛け 約２ｍ／ 木 糸紡ぎ ~昭和１６年頃 松 元 直則 五万石溝に設置

６ 下中 前掛け 約２，／ 木 精米 ~昭和30年頃 堂脇武左ェ門→谷中某 五万石溝に設置

７ 下中 前掛け 約２，／ 木 精 米 ~昭和初期頃 脇田仁之助 五万石溝に設置

８ 下中 前掛け 約２，／ 木 精 米 ~昭和初期頃 井手治作 五万石溝に設置

９ 上屋 前掛け 約２，／ 木 精米 ～昭和初期頃 麻生甚左ェ門 五万石溝に設置

１０ 上屋 前掛け 約２ｍ／ 木 精米 ～昭和初期頃 鶴田才重 五万石溝に設置

1１ 上屋 前掛け 約２ｍ／ 木 精米 ～昭和初期頃 中村某 五万石溝に設置

1２ 野添 前掛け 約２ｍ／ 木 精米 ～昭和初期頃 橋 口 兼 友 五万石溝に設置

１３ 野添 上掛け 約２．５，／ 木 精 米 ～昭和初期頃 宮内十太夫 五万石溝に設置

1４ 小原 上掛け 約２，／ 木 精米 ～昭和50年頃 若 杉 某

１５ 山崎 在来型（？） 木(?） 精 米 田実某

1６ 武本 在来型 木(？） 生糸製造 明治26年～32年 出水製蒜分教場 水車１台「鹿県統計書」

阿久根市における水車利用実績

番号 水車設置場所 水車形式 直径／幅（、） 材質 用途 使 用 期 間 所有者 備考

１ 大川小麦 前掛け 約３．６，／ 木 精米 昭和２年頃～28年頃 下薗源ェ門 水車小屋残存

２ 脇本八郷 在来型（？） 木(？） 精米 不明 不明

３－１ 鶴川内下田代 前掛け 約４ｍ／ 木 精米 昭和１０年～26年頃 本勲 タービンに切替

３－２ 〃 横軸タービン 鉄 精米 昭和26年頃～53年頃 本勲 現存・休止

４ 山下 前掛け 約４，／ 木 精米・菜種製油 大正初期～昭和９年 清水二郎助 発動機に切替

５ 山下尾崎 前掛け 約４ｍ／ 木 精 米 大正初期～昭和初期 永井野某

６ 鶴川内宮原 前・掛け 約４，／ 木 精米・精麦 不明 平床善次郎

７ 大曲 前掛け 約3.6ｍ／ 木 製油 ～昭和初期頃 東某

川内市における水車利用実績

番号 水車設置場所 水車形式 直径／幅（、） 材質 用途 使用期間 所有者 備考

１ 尾白江町南 前掛け 約６ｍ／1.2ｍ 木 精米・押麦 ～大正10年頃 藤 崎 某

２ 中福良町 前掛け 約６ｍ／1.2ｍ 木 精米･押麦 大正初期～大正13年焼失 多田芳森

３ 矢倉町 在来型（？） 木 精米・押麦 不明 不明

４ 都町青山 在来型（？） 木（ 精米・押麦（？） 不明 不明

５ 都町乗越 在来型 木(？） 精米・押麦 不 明 不明

６ 冷水町 在来型 木(？） 精米・押麦（？） 不明 不明

７ 宮里町植松 在来型（？） 木(？） 精米・押麦（？） 不明 不明

８ 天辰町皿山 在来型（？） 木(？） 精米・押麦 不明 不明

９ 高城町今寺 在来型（？） 木(？） 精米・押麦（？） 不明 不明
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図７川内市の水車利用分布
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表１０薩摩郡鶴田町における水車利用実績

図８鶴田町・宮之城町飛地の水車利用分布

域 薩磨町

室慈

番号 水車設置場所 水車形式 直径／幅（、） 材質 用途 使用期間 所有者 備考

1 鶴田 東 在来型 木 精米 不明 2名（備考欄） 仁科岩次郎・山内喜次郎

２ 鶴田東 在来型 木 精米 不明 3名（備考欄）
岡村四郎右衛門・岡村仁之助．
若松勇四郎

３ 鶴田東 流し掛け 木 揚 水 不明 岡村武夫

４ 鶴田東 在来型 木 精米 不明 枕辺源助

５ 鶴田麓西 在来型（？） 木（ 精米 不明 三石某

６ 神子下大迫 在来型 木 精 米 不明 下大迫音右衛門

７ 神子下大迫 在来型（？） 木(？） 精米 不明 下大迫伊之助

８ 神子高嶺 前掛け 約４，／ 木 精 米 不明 高嶺弥兵衛

９ 神子新田 前掛け 約４ｍ／ 木 精 米 ～大正末 玉 利 勇 八

１０ 柏原川口 上掛け 木 骨粉 ～明治末か大正初期 久木田伊兵衛

１１ 柏原小路 前掛け 約３ｍ／約60cｍ 木 精米・製材 ～大正１０年頃 末松高右衛門

1２ 紫尾門前 在来型（？） 木 精米 不明 梅木田小助

1３ 紫尾小路 在来型（?） 木(？） 精米 不明 湯田邦岐

1４ 紫尾小路 在来型（？） 木(?） 精米 不明 西 勘 助
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図９宮之城町（飛地を除く）の水車利用分布

表1１（その1）薩摩郡宮之城町における水車利用実績

番号 水車設置場所 水車形式 直径／幅（、） 材質 用途 使用期間 所有者 備考

１ 平川上平川 ペ ルトン 鉄 発電（３ｋＷ） 昭和43年～稼働中 山下準平 稼働〔落差約10m〕

２ 平川大中 在来型 木 精米 ～昭和初期 不明

３ 泊野久木野 前掛け 木 製材 不明 不明

４ 虎居 在来型（？） 木(？） 精米 不明 不明

５－１ 時吉 上掛け 9ｍ／約１ｍ 木 骨粉・精米 明治30年～昭和10年 岸良喜八郎→猛 タービンに切替

５－２ 〃 縦軸タービン 鉄 精米・製粉・精麦 昭和１０年～16年頃(?） 岸 良 猛

５－３ 〃 〃 〃 ラミーの織維生産 昭和１６年～20年頃 〃

５－４ 〃 〃 〃 精米・製粉・精麦 昭和22年頃～33年頃 岸 良 猛 時吉地区に貸して製茶も
する

５－５ 〃 〃 〃 〃 昭和33年頃～稼働中 岸良猛→哲弥 稼働

６ 時吉 前掛け 約４，／ 木 綿打ち 昭和20年頃～26年頃 平田通
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表1１（その２）薩摩郡宮之城町における水車利用実績

番号

７

８

９

１０

1１

番号

１

２

３

４

５

６

水車設置場所 水車形式 直径／幅（、） 材質 用途 使用期間 所有者 備考

屋地川原 前掛け 約６，／ 木 製麺・竹箸製造 昭和初期～１９年頃 田畑研之丞 宮之城町30年史に写真

屋地川 原 前掛け 木 精米・骨粉 不明 不明

須杭 在来型 木 骨粉 ～大正時代 不明

屋地 在来型 木(？） 製糸 明治25年～28年頃 宮ノ城製糸所 水車１台「鹿県統計書」

在来型 木(？） 製糸 大正３年～８年頃 松下製綜工場
水車１台（ｌＨＰ）

｢鹿県統計書」

WIN

溝
①

②

肉④

参芦言ｉｆ坐

⑤ ⑥
③

図１０東郷町の水車利用分布

薩摩郡東郷町における水車利用実績

水車設置場所 水車形式 直径／幅（、） 材質

藤川 上 園 在来型 約７ｍ／ 木

山田山田下 在来型（？） 木（

南瀬山之口 上掛け 約４，／ 木

斧淵 在来型（？） 木(?）

舟倉 在来型（？） 木（

舟倉 在来型（?） 木(？）

用途 使用期間

精米 ～昭和30年頃（？）

精米 不明

骨 粉 大正１０年頃～昭和７年頃

製糸 明治27年～32年

製 糸 明治28年～29年

製茶 明治18年のみ

所有者

不明

不明

小山田 某

東郷製糸所

田代製糸所

田代製茶場

備 考

水車１台「鹿県統計書」

水車２台「鹿県統計書」

水車25台（？）「鹿県統計書」
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薩摩郡祁答院町

番号 水車設置場所 水車形式 直径／幅（、） 材質 用 途 使用期間 所有者 備考

１－１ 黒木小牧 在来型 木 骨 粉 大正初期～大正12年 新原清次郎

１－２ 〃 〃 約７ｍ／60cｍ 鉄 精米・発電 大正12年～昭和21年 〃 発電(200Ｖ）

１－３ 〃 〃 〃 〃 精 米 昭和21年～34年頃 新原清次郎→竜二

２ 黒木矢立 タービ ン 鉄 発電(2kW） 昭和27年頃～38年頃 集落共有 代表内山信秋

３ 蘭牟田麓 在来型 木(？） 精米 不明 不明

４ 上手 在来型 木 水車ふいご 慶応（1865～67）年間
~明治1０（1877)年

松ヶ野某 ｢藩政時代に於ける
製鍛讃業」

５ 間牟田 在来型（？） 木(？） 製糸 明治22年～29年 闇牟田製糸場 水車11台 (？）〔明治29年
｢鹿県統計書｣〕

番号 水車設置場所 水車形式 直径／幅（、） 材質 用途 使用期間 所有者 備考

１ 副田 前掛け 木 製糸 明治27年～昭和８年頃 副田共同製糸場 水車１台「鹿県統計書」

２ 副田平石 前掛け 木 不明 不明 不明 ここは「水車」と呼ばれていた

３ 浦之名池頭 在来型 約５，／ 木 精米・製粉 ~昭和10年頃（？） 矢 野 某

４ 浦之名鹿子田 上掛け 木 精 米 不明 不明

５ 浦之名山之口 上掛け 木 製材 不明 不明

６ 浦之名蒲生原 在来型 木 製 茶 不明 宮 園 某 『水車」と呼ばれていた

７ 浦之名牟多田 在来型 木 不明 不明 水流某 水流宅は「水車」と呼ばれていた
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図１２入来町の水車利用分布

番号 水車設置場所 水車形式 直径／幅（、） 材質 用途 使用期間 所有者 備考

１ 市比野草木段 ペルトン 鉄 精 米 大正後期～昭和28年 萩木場文郎 3つの岩重氏に譲る

２ 市比野草木段 タービン 鉄 製材・精米 昭和25年頃～？ 萩木場文郎

３－１ 市比野上藤本 上掛け 木 精米 大正７年頃～昭和27年 岩重正吉 ペルトンに切替

３－２ 〃 ペルトン 鉄 精米・製粉・精麦 昭和28年～40年頃 岩重正吉→清利 現在，郷土館に保管

４ 市比野中之湯 上掛け 約５，／ 木 骨粉 ～昭和９年頃 今井輿之助
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４．あとがき

鹿児島県内を分割した７地域のうち，北薩地域（４

市11町）の水車利用実績について水車用途別に集計し

てみると，大口市と菱刈町の掲鉱水車が194ヶ所，精

米・製粉・精麦等の水車が93ケ所（現存３台)，精米

と製材，搾油，線香等の兼用水車が11ヶ所，製糸用水

車が10ケ所，骨粉用７ケ所，精米・骨粉用５ケ所，搾

油用７ケ所,製材用４ケ所,発電用２ケ所(稼動１台)，

線香用１ヶ所（現存）等，総数342ヶ所あったことが

判明した。

この記録はもちろん完全なものではなく，実際には

調査漏れのものも少なくないと思われる。しかし，鹿

児島県内全域にわたったこのような記録は全く無く，

今後各市町村においても，これを参考にしてさらに充

実したものにまとめていただければ，望外の喜びであ

る。

最後に,この調査に際しては,各市町村の職員の方々

を始め，多くの郷土史家や古老の方々の非常に熱心な

ご協力を無くしては〆できなかったことを付記し，心

から感謝と御礼の意を表します。また，地図の作成に

際しては大学院生の三角和幸君，大同浩生君，岩本竜

一君，表の印刷等に際しては十田正文技官に，それぞ

れ全面的な協力を頂いたことに感謝致します。
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